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全く，何が起こるかなんて金輪際分からないものだ（Well, you never know.）。人は，どん
な時でも変わらないことがあると思っている（You just go along, figuring some things don’t 
change, ever.）。例えば，誰かに命を付け狙われることもなく公道を走行できるというのも
そのひとつだ（Like being able to drive on a public highway, without somebody trying to murder 
you.）。しかし，ある馬鹿げたことが起こってしまう（And then one stupid thing happens.）。
人生の中のわずか20分か25分程度の出来事だ（20, 25 minutes out of your whole life.）。変
わらないことへの信頼に自分を繋ぎとめ続けたロープが，全て切られてほどけてしまう
（All the ropes that kept you hanging in there get cut loose.）。そのため，またジャングルに逆
戻りのような状態になる（And it’s like, there you are right back in the jungle again.）。全く悪
夢のような出来事だった。でももう終わったんだ。完全に終わったんだ（All right, boy, it 
was a nightmare, but it’s over now.  It’s all over.）。
この中の，「ロープがほどけて，ジャングルに逆戻り」という部分が少し気になる。ここで




























ないか（All I did was pass this stupid rig a couple of times.）。それなのに相手がキレた（And he 




ならない（Okay, he’s in here.  Well, that doesn’t mean he intends to continue his attack.)。今は
昼食時だし，チャックのカフェはこの周辺で唯一の食堂なのかもしれない（It’s lunchtime, 
and Chuck’s Café may be the only place to eat for miles around.）。そうだ。奴はきっといつも
ここで食事をするんだ（Yeah.  He probably eats here all the time.）。あまりに先を急ぎ過ぎて，
途中で速度を落としUターンせざるをえなくなったんだ。それだけのことだ（He was just 
moving too fast before, and he had to slow down, turn around, that’s all.）
しかし，このように自分に都合のいい推理をひねり出しても，マンは敵対者の影を振り払う
ことができない。続いて彼が考えたのは，相手に直に接触し，下手に出てなだめることである。




「ねえ君，怒らせてしまったのなら謝るよ（Look, mister, I’m sorry if I irritated you.）。ビールを
おごるから，それで一件落着ということにしてくれないか？（Why don’t I buy you a beer and 



































さん，頭がいかれてるよ（You must be out of your brains.）」と言う。スクールバスの運転手も，「あ
のタンクローリーに乗っている奴は頭がおかしい。私を殺そうとしているんだ」と訴えるマン
に対して，「もし頭がおかしいのが誰なのか投票で選ぶなら，あんたに一票入れるよ（If I was 

























































































きたのであろう。実際，この『激突！』以降にも，『悪魔の追跡』（Race with the Devil, 1975），『ヒッ
















次のような内的独白をしている。「俺は少なくとも一時間は動かないぞ（I’m not budging for at 
least an hour.）。たぶんその頃までには，警察がおまえ［タンクローリーの運転手］を連行して
いるだろう（Maybe the police will pull you in by then.）。いや，連行はしていないだろうが，少
なくともおまえははるか彼方にいるだろう（Maybe they won’t, but at least you’ll be far away from 
me.）」。さらに，無事に家に戻ったあとに妻と交わす会話を夢想し，内的独白で語り始める。
妻に「ねえ，あなた，楽しい旅だった？（Hello, dear, did you have a nice trip?）」と問われて，「い































































































Duel.  Dir. Steven Spielberg.  With Dennis Weaver and Jacqueline Scott.  Universal, 1971.
［『激突！』の DVD はジェネオン・ユニバーサル・エンターテイメント（2011）を使用］
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